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ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（２０２５年２月分） 

２０２５年３月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 
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●ドディックＲＳ大統領への有罪判決（２６日～２８日） 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセスを含む） 
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１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●国政与党間の緊張を受けた各種解任イニ

シアティブ（１２日～２５日） 

 １２日、ＳＮＳＤによるコナコビッチ外相の解

任イニシアティブ（１月９日の「ＲＳの日」を追悼

日とするイニシアティブの提出に対する反応）

がＢＨ下院で審議されたが、反対多数で否決。

また、２０日には、１月２７日にＳＤＡ及びＤＦが

立ち上げたコナコビッチ外相の解任イニシアテ

ィブが下院で審議され、こちらも否決された。 

 １８日には、ＢＨ上院でシュピリッチ議長の解

任に係るイニシアティブの審議が行われる予

定となっていたものの、ＨＤＺ及びＳＮＳＤ議員

の退席により出席者が不足し、会合が中止と

なった。 

 ２５日には、ＢＨ下院でコシャラツＢＨ副首相

兼通商・経済関係大臣及びアミジッチ財相（と

もにＳＮＳＤのセルビア系）の解任イニシアティ

ブが可決され、上院での審議を待つ状態とな

っている。 

●下院議長団メンバーの選出（２０日） 

 ２０日、解任となったラドマノビッチ下院第二

副議長（セルビア系、ＳＮＳＤ）の後任としてＲ

Ｓ野党が指名したババリ下院議員（セルビア

系、ＳＤＳ）の選出に関する投票が行われ、賛

成１９票、反対３票、棄権１０票の賛成多数で

可決となり、ババリ議員の議長団メンバー就

任が決定した。 

 これを受け、議長団の空席は違憲状態であ

るとして下院セッションへの不参加を続けてい

たＳＮＳＤ議員団は復帰を発表した。 

（２）エンティティ、特別区 

ア ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●洪水被害対応への抗議集会（１０日） 

 １０日、学生団体が主催となり、昨年１０月の

洪水被害に対する政府の対応を批判する抗

議集会が開催された。主催者側は被害状況

に関する情報開示、義捐金等の使用状況の

公開、現在進行している各プロジェクト・空間

計画のハザードマップとの調和等を政府に対

し求めた。 

●トゥズラ・カントンの政権交代（２０日） 

 ２０日、トゥズラ・カントン議会での連立勢力

の変更を受け、ハリラギッチ前首相（ＳＤＡ）に

代わり、デルビシャギッチ新首相（ＳＤＰ）が選

出された。カントン閣僚も交代となる。なお、財

相及び労働・社会政策相は未任命となってお

り、後日任命が行われる予定。 

イ スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●ＲＳの紋章及び歌の使用に関する法律の一

時停止を命じるＢＨ憲法裁判所の暫定措置（１

２日） 

 １２日、ＢＨ憲法裁判所は、ベチロビッチＢＨ

大統領評議会ボシュニャク系メンバーの求め

に応じ、ＲＳ国民議会が昨年１１月に採択し、

本年２月から施行されている紋章及び歌の使

用に関する法律の合憲性を判断するにあたり、

一時的に同法を差し止める暫定措置を講じる

旨明らかにした。公文書等に他国のシンボル

が用いられる状況となった場合にも備え、実

際に使用されているものを取り上げることとな

り問題が予想できないことから、今般の決定

に至ったもの。 

●セルビア独立記念日の記念行事（１３日） 

 １３日、バニャ・ルカにおいて、セルビア独立

記念日（２月１５日）の記念式典が開催され、

ブチッチ・セルビア大統領及びブチェビッチ同

首相が出席した。本式典は昨年６月の「全セ

ルビア人会議」の宣言に基づいて「セルビア及

びＲＳの国家の日（Statehood Day）」としてＲＳ

で初めて開催されたもの。 
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 ブチッチ大統領は演説において、国際的に

反セルビア的な動きが見られ、ボシュニャク系

からセルビアへの内政干渉の動きがあると発

言するとともに、セルビアとＲＳの結びつきの

強化の重要性を改めて強調した。 

●ドディックＲＳ大統領への有罪判決とそれを

巡る動き（２６日～２８日） 

 ２６日、ＢＨ裁判所は第一審でドディックＲＳ

大統領への有罪判決（禁固１年、６年間の政

治活動禁止）を下した。これを受け、ＲＳ国民

議会は２７日、違憲機関（ＢＨ司法機関及び捜

査機関）の活動停止に係る法案、ＲＳ高等司

法検察評議会（ＨＪＰＣ）法、ＲＳ刑法改正案を

採択。右は国家レベルの司法・捜査機関のＲ

Ｓ内での活動禁止及びそれらの機関の権能

のエンティティレベルへの移行、ＲＳ出身の公

務員等がＲＳの利益に背き、阻害した場合等

に科される罰則等を含む。 

 また、同時にＲＳ国民議会は以前採択を試

みたいわゆる「ＮＧＯ法」案も採択。 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセ

スを含む） 

●コナコビッチ外相の西バルカン・フレンズ・グ

ループ外相会合出席（１０日） 

 １０日、コナコビッチ外相はローマを訪問し、

西バルカン・フレンズ・グループ会合に出席し

た。 

 コナコビッチ外相は会合の中で、ＲＳによりＢ

Ｈの欧州統合が停滞し、不安定化を招いてい

ると警告するとともに、諸外国によるＢＨのＥＵ

加盟へのさらに強い支持を求め、ＲＳ野党はＥ

Ｕ加盟プロセスが安定と安全保障に対して有

する役割を理解しているとして、野党の強化

が重要であると指摘した。 

 

●ミュンヘン安全保障会議へのＢＨからの参

加（１４日～１６日） 

 １４日～１６日に開催されたミュンヘン安全保

障会議には、ＢＨから大統領評議会３メンバー、

クリシュト閣僚評議会議長、コナコビッチ外相、

シュミット上級代表がそれぞれ出席した。 

 開会式に際し、コムシッチＢＨ大統領評議会

メンバーは米国の政権交代に伴い欧州には

厳しい時代が到来したとし、トランプ政権に期

待を寄せるセルビア系及びクロアチア系を批

判しつつ、他国に頼ることなく自らの力を見つ

けるべきであると強調した。 

 その他、各者は会合のマージンで各国首脳

及び外相等と会談。ベチロビッチ・メンバーは

ショルツ独首相及びベアボック同外相、コスタ

欧州理事会議長等と会談したほか、ルッテＮＡ

ＴＯ事務総長と会談し、セルビアによる「大セ

ルビア主義」の復活を警告。 

 ツビヤノビッチ議長もベチロビッチ・メンバー

とは別にルッテ事務総長と会談を行った。 

 

（２）二国間関係 

●英国西バルカン特使の任命（７日） 

 ７日、英国政府はピーチ西バルカン特使の

後任として、ピアース駐米英国大使の任命を

決定した。ピアース大使は英外務省東アドリア

（バルカン）地域担当を務めた経験を有するほ

か、駐アフガニスタン大使、駐国連代表を歴

任した。 

●ＲＳにおけるＵＳＡＩＤ案件の捜査（７日） 

 ＲＳ警察は、米国国際開発庁（ＵＳＡＩＤ）の資

金援助を受けているメディア、ＮＧＯ等につき、

資金の使途に関する捜査を厳格化する方針

である旨発表した。ドディックＲＳ大統領は、当

地米国大がＵＳＡＩＤを通じてＲＳの不安定化を

はかっているとして、同機関によるメディア及
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びＮＧＯへの資金提供に係る捜査を開始する

と発言している。 

●ドディックＲＳ大統領のセルビア訪問（１５日

～１６日） 

 １３日にバニャ・ルカでセルビア建国記念日

記念行事が行われ、ブチッチ・セルビア大統

領が出席したのに続き、ドディックＲＳ大統領

はセルビアを訪問。ブチッチ大統領とともにス

レムスカ・ミトロビツァ（セルビア北西部）におけ

る学生デモへの対抗集会に出席した。 

 集会の演説において、ドディック大統領は、

ＲＳがセルビアの一部になることを望んでいる

と強調。さらに、そうした考えに賛同しない者

は反セルビア的であると批判した。 

●ドディックＲＳ大統領のハンガリー訪問（１７

日） 

 １７日、ドディックＲＳ大統領はハンガリーを

訪問し、オルバーン首相と会談した。会談後、

ドディックＲＳ大統領は１月９日の「ＲＳの日」に

関連し、捜査機関のあらゆる活動を禁止する

法律をＲＳ国民議会で採択する意向を明らか

にした。 

●コナコビッチ外相の訪米（１９日～２１日） 

 １９日～２１日、コナコビッチ外相は訪米し、

カサノフ国務次官補代理（西バルカン特使）、

ターナー米下院諜報特別委員長、リケッツ米

上院議員等と会談した。コナコビッチ外相はＢ

ＨのＥＵ・ＮＡＴＯ加盟に向けた米国の支援の

重要性を指摘し、ＲＳによる過激化がＢＨ及び

地域の平和と安定を脅かしていると強調。 

 また、ターナー委員長（元デイトン市長）から

は、デイトン和平合意から３０周年となる本年、

デイトン市で５月に開催予定のＮＡＴＯ加盟国

国会議員会議（ＮＡＴＯ ＰＡ）セッションへの招

待状が手交された。 

●セルビア要人のＲＳ訪問（１９日～２６日） 

 １３日のセルビア建国記念行事にブチッチ・

セルビア大統領及びブチェビッチ同首相が出

席したのに続き、１９日～２１日には、ブチェビ

ッチ首相が再びＢＨを訪問。東サラエボにおい

て国立アーカイブの展示会開会式に出席した

ほか、サラエボ市内のセルビア正教会を訪問

した。 

 また、２６日のドディックＲＳ大統領の有罪判

決の直後、ブチッチ大統領は国家安全保障評

議会を招集し、判決が不法なものであり、西

側諸国による対ＲＳ攻撃が招いた結果とする

決議を採択。その後ブチッチ大統領はバニャ・

ルカを急遽訪問し、ドディックＲＳ大統領と会

談。全セルビア系に対して対話を行うよう呼び

かけた。 

●ジュリアーニ元ＮＹ市長のＲＳ訪問（２４日） 

 ２４日、ジュリアーニ元ニューヨーク市長（トラ

ンプ大統領の元顧問弁護士）がバニャ・ルカを

訪問し、ドディックＲＳ大統領と会談したほか、

地元ＴＶの独占インタビューに応じた。ジュリア

ーニ元市長はインタビューの中で、バイデン前

大統領の汚職及びコロナウイルスに関するワ

クチン懐疑派への迫害を批判し、米国の政策

がもっと東欧地域に目を向けるべきと指摘。さ

らに、宗教に基づく伝統的価値観が欧州にお

いて失われていることから、西側の一員として

の自覚を取り戻し、欧米が一体となって中国と

対峙すべきであると主張した。 
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（３）日・ＢＨ関係 

●ブルキッチ外務副大臣表敬（４日） 

４日、相木駐ＢＨ大使はブルキッチ外務副

大臣に着任表敬を行い、良好な二国間関

係の政治・経済・文化等の分野におけるさ

らなる発展の可能性や、ＢＨのＥＵ加盟の

重要性につき意見を交わした。さらに、２０

２６年を外交関係開設３０周年にふさわし

い機会とすべく協力していく点で一致し

た。 

 

（写真：会談の様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ズビズディッチ下院議長表敬（２６日） 

２６日、相木駐ＢＨ大使はズビズディッチＢ

Ｈ下院議長に着任表敬を行った。両者は、

これまでの友好な二国間関係のさらなる

発展の可能性につき意見を交わしたほ

か、２０２６年の外交関係設立３０周年に

向けた経済関係強化及び人的交流拡大

のため協力していくとの点で一致した。 

 

（写真：会談の様子） 
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●天皇誕生日レセプションの開催（２６日） 

 ２６日、サラエボ市内の「ホテル・ヨーロッ

パ」にで、日本大使館主催の天皇誕生日

レセプションが開催された。ＢＨからはアデ

モビッチ上院議長団メンバー、チャバラ下

院議長団メンバー、ブノザ司法大臣、ボシ

ュニャク民生大臣等の政府ハイレベルが

出席したほか、当地外交団代表、学術関

係者、日系企業関係者、文化・スポーツ関

係者等が出席。 

 

 

 

（写真：レセプションの様子） 

 

３．経済 

（１）経済指標（出典：ＢＨ統計局） 

●雇用／失業率 

 ２０２４年１２月の失業者登録数は３２万６９６

人（うち女性１９万９４人）で、前月比で０．４％

マイナス、前年同月比で６．６％マイナス。 

●平均給与 

 ２０２４年１２月の平均給与（手取り）は１，４３

０ＫＭで、前年同月比で１．７％のプラス。 

●消費者物価指数 

 ２０２５年１月の消費者物価指数は前月比１．

４％のプラス。また、前年同月比で平均３．

３％の上昇。食料品・ノンアルコール飲料の価

格は前月比２．２％のプラス。 

●貿易収支 

 ２０２５年１月のＢＨからの輸出総額は１２．１

４億ＫＭ（前年同期比３．７％増）、ＢＨへの輸

入総額は２０．９３億ＫＭ（前年同期比９．８％

増）。貿易収支は８．７９億ＫＭの赤字。 

（２）経済政策・公共事業 

●サラエボ～チャプリナ間の鉄道復旧（１０日） 

 １０日、洪水被災区間が１月３０日に復旧工

事を完了したことから、約４ヶ月ぶりにサラエ

ボ～モスタル～チャプリナ間の鉄道の運行が

再開し、旅客運行も行われるようになった。 

（３）経済協力 

●トルコ専門家チームの被災地訪問（１９日） 

 １９日、トルコ環境・都市計画・気候変動省及

びＴＩＫＡ等の専門家チームが、昨年１０月の洪

水で被害を受けたコニッツ市を訪問。チャティ

ッチ市長と会談し、洪水からの復興及び今後

の防災プロジェクトに関する意見交換を実施し

た。会談では、トルコも同様に洪水の経験が

あることから、キャパシティ強化に資する経験

を共有できると述べられたほか、気候変動の

観点から、専門家による監督のもとで防災メカ
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ニズムを強化する必要性がある旨強調された。 

（４）民間セクター 

●小売店ボイコット運動（７日～８日） 

 ７日～８日の２日間にわたり、１月３１日に続

けてＢＨで消費者による小売店ボイコットが行

われた。物価上昇への抗議のためボイコット

が先に開始されたクロアチアでは大きな広が

りを見せており、ＢＨでも多くの店舗で来店者

が大きく減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


